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はじめに

介護保険のサービスは、高齢になっても住み慣れた自宅で、自立

した暮らしをつづけるための支援を行うことを目的としています。

サービスを適切に理解し、より上手に利用していくために、この

冊子をお役立てください。
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高齢者の状態に応じたサービスが
利用できます

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

要介護認定の
非該当

介護は必要ないが

虚弱な高齢者
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介護保険の対象者で、要

介護状態が軽く、生活機

能が改善する可能性の高

い人など

要介護状態が重くならないように、

生活機能を改善することを目的とした

支援が必要

介護保険の対象者で、介

護保険サービスによって、

生活機能の維持・改善を

図ることが適切な人など

自立した生活をおくれるように、日

常生活におけるさまざまな介助が必要

介護保険の対象者にはな
らないが、生活機能が低下
しているため、将来的に要

介護・要支援となる可能性
が高い人など

介護が必要な状態とならないため、

また生活機能を損なわないための予防

的サービスが必要
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介護保険の支給限度額

介護保険サービスを利用する際には、

要介護状態区分別に保険から給付される

上限額（支給限度額）が決められています。

利用者は、原則としてサービスにかかっ

た費用の1割を自己負担します。

おもな在宅サービスの支給職麿額

要介護状態区分 �1か月の支給限度額 

要支援1 �4万9700円 

要支援2 �10万4，000円 

要介護1 �16万5．800円 

要介護2 �19万4，800円 

要介護3 �26万7，500円 

要介護4 �30万6，000円 

要介護5 �35万8，300円 
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行動範囲を広げ、豪族の負担も軽くする

適所介護（デイサービス）

要支援1・2の人

願百■∫j一／介護予防適所介護

通所介護施設で、食事や入浴といった

日常生活上の支援などの共通的なサービ

スを行うほか、その人の目標に合わせた

選択的サービス（運動器の機能向上、栄

養改善、口腔機能の向上、アクティビティ

など）を行います。

～サービス雷用のめやす一

〇介護予防退所介護
く共通的サービス〉　　　　　　　　　（）内は利用者負担

要介護度 �サービス費用 

1か月につき ※送迎、入浴を含む �要支援1 �22，260円 （2．226円） 

要支援2 �43，530円 （4，353円） 

く選択的サービス〉　　　　　　　　　（）内は利用者負担

内　容 �サービス費用 

1か月につき �運動器機能向上 �2，250円（225円） 
栄養改善 �1．500円（150円） 

口腔機能向上 �1．500円（150円） 

アクティビティ �530円（53円） 
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○退所介護
●通常規模の事業所の場合　　　　　（）内は利用者負担

内　容 �要介護度 �サービス責用 

6時間以上 8時間未満の場合 ※送迎を含む �要介護1 �6770円 （677円） 

要介護2 �7，890円 （789円） 

要介護3 �9，010円 （901円） 

要介護4 �10．130円 （1．013円） 

要介護5 �11，250円 （1．125円） 

⑳療養適所介護費（6時間以上8時間未満の場合）……15，000円（1，500円）



揚護予防適所介護の利用のしかた

○運動器の機能向上、

栄養改善または口

腔機能の向上を選

択する場合（組み

合わせて利用でき

ます）

○運動器の機能向上、

栄養改善または口

腔機能の向上を選

択しない場合

運動器の 機能向上 �栄養改善 �口腔機能 の向上 

／ 　共通的サ－ビス（要支援1・2） （開生活上の支援・生活行為向上支援※1）が／ 

二－二三≡≡≡≡≡当

アクティビティ等※2

共通的サービス（要支援1・2）
（日常生活上の支援・生活行為向上支援）

※1生活行為向上支援

さまざまな生活行為の中で利用者の能

力を引き出し、在宅生活で実際にその能

力が生かされるよう、身体的・精神的な

支援を行います。

※2　アクティビティ等

現在、デイサービスで行う、主に集団

活動に関するメニューのうち、介護予防

に役立つサービスを行います。

適所介護を利用する場合はサービス費用の自己負担とは別に料金がかかる場合があります。

●算定対象時間超過の加算……6時間以上8時

間未満の利用時間を超えてサービスを利用す
る場合は、利用時間が8時間以上9時間未満
の場合は500円（50円）、9時間以上10時間

未満の場合は1，000円（100円）を加算します。

●個別機能訓練加算……利用者それぞれの状

態を適切に考慮した個別の機能訓練実施計
画を策定し、それに基づいたサービスを行っ
た場合に、1日につき270円（27円）また

は420円（42円）を加算します。

●入浴介助加算……入浴介助を行った場合は、
1日につき500円（50円）を加算します。

●若年性認知症利用者受入加算……若年性認知

症の利用者に対して、利用者の特性などを適
切に考慮した適所介護を行った場合に、1日

につき600円（60円）を加算します。

●栄養改善加算……低栄養状態にある利用者、
またはそのおそれのある人に対して、管理栄

養士などが栄養ケア計画を策定し、それに基
づいたサービスを行った場合に、1匡＝こつき

1，500円（150円）を加算します。

※原則3か月間のうちに月2回まで利用可

●口腔機能向上加算……口腔機能の低下して
いる利用者、またはそのおそれのある人に

対して、歯科衛生士などが口腔機能向上を
目的としたサービスを行った場合に、1回
につき1，500円（150円）を加算します。
※原則3か月間のうちに月2回まで利用可
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人とふれあい、できることを増やしたい

j適所リハビリテーション（デイケア）

、芋支援1・2の人

戸J介護予防適所リハ
了　ビリテーシヨン

介護老人保健施設や医療機関などで、

食事などの日常生活上の支援や生活行為

向上のための支援、リハビリテーション

を行うほか、その人の目的に合わせた選

択的サービス（運動器の機能向上、栄養

改善、口腔機能の向上）を行います。

要介穫1～与の人

シヨン
テー

介護老人保健施設や医療機関などで、

食事、入浴などの日常生活上の支援や生

活行為向上のためのリハビリテーション

を、日帰りで行います。

～サービス費用のめやす～

○介諾予防適所リハビリテ国彰ヨお
く共通的サービス〉　　　　　　　　　（）内は利用者負担

要介護度 �サービス費用 

1か月につき ※送迎、入浴を含む �要支援1 �24，960円 （2．496円） 

要支援2 �48．800円 （4．880円） 

く選択的サービス〉　　　　　　　　　（）内は利用者負担

内　容 �サービス責用 

1か月につき �運動器機能向上 �2．250円（225円） 栄養改善 �1，500円（150円） 

口腔機能向上 �1，500円（150円） 
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・、翠罵⊂日日－」、＝＝　ション

●通常規模の事業所の場合　　　　　（）内は利用者負担

内　容 �要介護度 �サービス費用 

6時間以上 8時間未満の場合 ※送迎を含む �要介護1 �6，880円 （688円） 

要介護2 �8．420円 （842円） 

要介護3 �9．950円 （995円） 

要介護4 �11，490円 （1，149円） 

要介護5 �13，030円 （1．303円） 
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介護予防適所リハビリテーションの
利用のしかた

○基本的に、運動器の機能向上、栄養改善または口腔機能の向上のサービスを

組み合わせて選択

※　生活行為向上支援

さまざまな生活行為の中で利用者の能力を引き出し、在宅生活で実際にその能力が生か

されるよう、身体的・精神的な支援を行うサービスです。あわせてリハビリテーションも

行います。

、　－YkJ　∵「バ声1リブレ～Hk獣l触某紙蒙：珊Jr珊＝’γ　　　　　　　　　　　　′豆‾；サーヽ

適所リハビリテーションを利用する場合は、
る場合があります。

●算定対象時間超過の加算……6時間以上8時

間未満の利用時間を超えてサービスを利用す
る場合は、利用時間が8時間以上9時間未満
の場合は500円（50円）、9時間以上10時間

未満の場合は1，000円（100円）を加算します。

●通所リハビリ計画の加算……介護者人保健施

設であって理学療法士、作業療法士が家庭を

訪問し、診察、運動機能検査などを行い、適
所リハビリ計画の作成などを行う場合は、月1

回を限度として5，500円（550円）を加算します。

●短期集中リハビリテーション実施加算……

退院・退所直後に短期集中的にリハビリテー
ションを行った場合に加算します。

退院・退所または認定日から起算して1か
月以内の利用の場合は1日につき2，800円
（280円）、1か月を超えて3か月以内の場合

は1日につき1，400円（140円）を加算します。

●個別リハビリテーション実施加算・…‥

退院・退所または認定田から起算して3か
月を超えて個別リハビリテーションを行っ
た場合は1か月に13匡ほでを限度として1

日につき800円（80円）を加算します。

サービス費用の自己負担とは別に料金がかか

●入浴介助加算……入浴介助を行った場合は、
1日につき500円（50円）を加算します。

●若年性認知症利用者受入加算……若年性認

知症の利用者に対して、利用者の特性など
を適切に考慮した適所リハビリテーション
を行った場合に、1日につき600円（60円）

を加算します。
●栄養改善加算……低栄養状態にある利用者、

またはそのおそれのある人に対して、管理栄

養士などが栄養ケア計画を策定し、それに基
づいたサービスを行った場合に、1匡lにつき

1，500円（150円）を加算します。

※原則3か月間のうちに月2回まで利用可

●口腔機能向上加算……口腔機能の低下して
いる利用者、またはそのおそれのある人に

対して、歯科衛生士などが口腔機能向上を
目的としたサービスを行った場合に、1匝l
につき1，500円（150円）を加算します。
※原則3か月間のうちに月2回まで利用可
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ひとりで抱え込まず専門家の手助けを

旨訪問介護（ホームヘルプ）

要支援1・2の人
」

’1「ヲ′′〕介護予防訪問介護
ノ

利用者が自力では困難な行為kっい

て、同居家族の支援や地域の支え合い・

支援サービスなどが受けられない場合

に、ホームヘルパーが居宅を訪問して

サービスを行います。

；

／′一、＼　　要介穫1～5の人

十詰＼1訪問介護
」仁〈ニ′

ホームヘルパーが居宅を訪問し、入浴、

排せつ、食事などの身体介護や調理、洗

濯などの生活援助を行います。通院など

を目的とした、乗降介助（いわゆる介護

タクシー）も利用できます。

～サービス賛用のめやす一

〇介護予防訪問介護
（）内は利用者負担

要介護度 �内　容 �サービス費用 

1か月につき �要支援1・2 �週1回程度の利用　＿ �12，340円（1，234円） 週2回程度の利用 �24，680円（2，468円） 

要支援2 �週2回程度を超える利用 �40，100円（4．010円） 

※身体介護・生活援助の区分はありません。

※乗車・降車等介助は利用できません。



○訪問介諾
（）内は利用者負担

内　容 ��サービス責用 

身体介護 �30分未満 �2，540円（254円） 30分以上1時間未満 �4，020円（402円） 

1時間以上1時間30分未満 �5，840円（584円） 

生活援助 �30分以上1時間未満 �2，290円（229円） 
1時間以上 �2，910円（291円） 

退院時の乗車・降車等介助 �1回につき※要支援の人は利用できません。 �1，000円（100円） 

※早朝、夜間、深夜などは加算があります。
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寝た苦りでも自宅で入浴したい

訪問入浴介護

等温二

∫、芋支援1・2の入

学ノ介護予防
訪問入浴介護

居宅に浴室がない場合や、感染症など

の理由からその他の施設における浴室の

利用が困難な場合などに限定して、訪問

による入浴介護を行います。

芋介雄1－5の人

こ1上寿、＼1訪問入浴介護
lこしノ、′

介護職員と看護職昌が居宅を訪問し、

浴槽を提供しての入浴介護を行います。

～サービス費用のめやす～

○介護予防訪問入浴館詰（）内は利用者負担

内　容 �サービス費用 

1回 �8，540円（854円） 

○訪問鬼籍命話　　　　（）内は利用者負担

内　容 �サービス費用 

1回 �12，500円（1．250円） 
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二三・訪問リハビリテーション

手筈L　　要支捷1・2の人

到り介護予防訪問
‖　リハビリテーション

居宅での生活行為を向上させる訓練が

必要な場合に、理学療法士や作業療法士、

言語聴覚士が訪問により短期集中的なリ

ハビリテーションを行います。

～サービス費用のめやす～

○介護予防訪問0射　ビl卦テーション
（）内は利用者負担

内　容 �サービス費用 

1回につき※ �3，050円（305円） 

※20分間リハビリテーションを行った場合

ー叫べ一1ノ1＿・

【1－　－

1

【

芋介雄1～5の人

」∴訪問
1リハビリテーション

居宅での生活行為を向上させるため

に、理学療法士や作業療法士、言語聴

覚士が訪問により短期集中的なリハビリ

テーションを行います。

（＝1手芸、工芸などの手先の訓練、作業補

装具の利用による機能訓練（作業療法）
r二マッサージ、運動、入浴などによる機

能訓練（理学療法）

など

○訪問リハビリテーション
（）内は利用者負担

内　容 �サービス費用 

1回につき※ �3，050円（305円） 

※20分間リハビリテーションを行った場合

介護予防訪問リハビリテーションまたは訪問リハビリテーションを利用する場合は、サー 
ビス費用の自己負担とは別に料金がかかる場合があります。 

●短期集中リハビリテーション実施加算……　　（340円）、1か月を超えて3か月以内の場合 

退院・退所直後に短期集中的にリハビリテ丁　　　は1日につき2，000円（200円）をそれぞれ 

ションを行った場合に加算します。　　　　　　加算します。 

退院・退所または認定日から起算して1か 
月以内の利用の場合は1日につき3，400円 

ノ　（

‖
芦
、∵∵



一一看護師さん■’のケアを家庭でも

12

訪問看護

事支援1・2の人

筋ノ′介護予防訪問看護

疾患などを抱えている人について、看

護師などが居宅を訪問して、介護予防を

目的とした療養上の世話や、診療の補助

を行います。

腰警＼、要介穫1～5の人

疾患などを抱えている人について、看

護師などが居宅を訪問して、療養上の世

話や診療の補助を行います。

十「∴二
～サービス費用のめやす～

○介護予防訪問看護　　（）内は利用者負担　○訪問看護

内　容 ��サービス費用 

訪問看護 ステーション から �20分未満 �2，850円 

（早朝や夜間、深夜のみ） �（285円） 

30分未満 �4，250円 （425円） 

30分以上 �8，300円 
1時間未満 �（830円） 

1時間以上 �11，980円 
1時間30分未満 �（1，198円） 

病院または 診療所から �20分未満 �2，300円 

（早朝や夜間、深夜のみ） �（230円） 

30分未満 �3，430円 （343円） 

30分以上 �5，500円 
1時間未満 �（550円） 

1時間以上 �8，450円 
1時間30分未満 �（845円） 

（）内は利用者負担

内　容 ��サービス費用 

訪問看護 ステーション から �20分未満 �2，850円 

（早朝や夜臥深夜のみ） �（285円） 

30分未満 �4，250円 （425円） 

30分以上 �8．300円 
1時間未満 �（830円） 

1時間以上 �11，980円 
1時間30分未満 �（1，198円） 

病院または 診療所から �20分未満 �2，300円■ 

（早朝や夜臥深夜のみ） �（230円） 

30分未満 �3，430円 （343円） 

30分以上 �5，500円 
1時間未満 �（550円） 

1時間以上 �8，450円 
1時間30分未満 �（845円） 

＼

＼

j

′

ノ
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泳動間鴨√「．rJ巧摺

搬艶i■iT　　弔rl　　▲l・．れ　■

C）食事や入浴、排せつ
の介助

、　ト　　　1　　　　∴一．・．rモ

（二二）床ずれの予防や処置

介護予防訪問看護または訪問看護を利用する場合は、サービス費用の自己負担とは別に料

金がかかる場合があります。

●緊急時訪問看護加算……特別な管理が必要　　●ターミナルケア加算……在宅で亡くなった

な状態の人で、夜間帯に計画外の訪問を行
う場合は、指定訪問看護ステーションが行
う場合、1か月につき5，400円（540円）を

加算します。また、指定訪問看護を担当す
る医療機関が行う場合は1か月につき2，900

円（290円）を加算します。

サービス利用者について、半の亡くなる14日

以内に2国以上ターミナルケアを行った場合、
その亡くなった月につき20，000円（2．000円）

を加算します。

匡

け

し

ト

ト

．

庭
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主治医に相談できれt勤心強い

居宅療養管理指導

要支捷1・2の人

巨介護予防
j／居宅療養管理指導

医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士

などが居宅を訪問し、介護予防などを目

的とした療養上の管理や指導を行います。

、＼

芋介穫1～5の人

聖二）｝1．，貢封居宅療養管理指導
巨「∴

医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士

などが居宅を訪問し、療養上の管理や指

導を行います。

～サービス費用のめやす～

○介護予防居宅療養管理指哲〆居宅療養管理精哲
（）内は利用者負担

内　容 �利用限度国数 �サービス費用 

医師または歯科医師が行う場合 �1か月に2回 �5，000円（500円） 

医療機関の薬剤師が行う場合 �1か月に2回 �5，500円（550円） 

薬局の薬剤師が行う場合 �1か月に4回 �5，000円（500円） 



声菅車中醍車啓白牢レ車‾す∴も

医師・歯科医師
が行うサービス

薬剤師が

行うサービス

管理栄養士が

行うサービス

歯科衛生士等が

行うサービス

看護職昌が

行うサービス

（二一医学的な管理を踏まえたサービス計画を作成するためのアドバイ

スをします。また、サービスを利用するうえでの注意点や指導を

行います。

C瑠」用者が希望する療養上の疑問などに必要なアドバイスをします。

Cー医師または歯科医師の指示に基づいて、居宅を訪問し、薬学的な
管理を踏まえた指導計画を作ります。

⊂瑠」用者が特別な薬剤（痺痛緩和のための薬）の投薬を行う場合、
その使用に関する必要な管理指導を行います。

○利用者が希望する療養上の疑問などに必要なアドバイスをします。

r二）医師の指示に基づいて、特別食を必要とする利用者に対して居宅

を訪問し、具体的な献立を提案します。または実際にその献立に
基づいた料理を作ります。

C）利用者が希望する療養上の疑問などに必要なアドバイスをします。

（二）歯科医師の指示に基づいて、居宅を訪問し、療養上の口腔または

義歯の清掃指導、清掃をします。

C瑚」用者が希望する療養上の疑問などに必要なアドバイスをします。

○医師の指示に基づいて、通院が困難な利用者の居宅を訪問し、療
養上の相談や支援をします。

居宅療養管理指導を利用する人は、医療保険からの同

様のサービスく訪問薬剤管理指導、訪問栄養食事指導な

ど）は受けられません。

ただし、居宅療養管理指導に該当しない医療保険によ

る診療は、保険給付が受けられます。

（）内は利用者負担
－ 内　容 �利用限度回数 �サービス費用 

管理栄養士が行う場合 �1か月に2回 �5，300円（530円） 

歯科衛生士等が行う場合 �1か月に4回 �3，500円（350円） 

看護職員が行う場合 �（サービスの提供を開始してからの） 　2か月の間に1回 �4，000円（400円） 

15



志

16

自立のための生活用具を取り入れよう

）福祉用具貸与

芋介擾1～5の人

＼し・鞍＼、〕福祉用具貸与一・／　　　＿＿ニー■：→＿「〉－

日常生活の自立を助けるための福祉用

具を貸与します。

◆要支援1・2および要介護1の人の対象用具

●要介護2～5の人の対象用具

※下記◆印の品目以外については、要支援1・2と要介護1の人は原則
として保険給付の対象となりません（ただし必要と認められる場合は、

例外的に対象となります）。

●車いす

●車いす付属品

●特殊寝台

●特殊寝台付属品

●床ずれ防止用具

●体位変換器

～サービス費用のめやす～

○介護予防橋拙周異貸与〆橋祉用具貸与

●◆手すり（工事をともなわないもの）

●◆スロープ（工事をともなわないもの）

●◆歩行器

●◆歩行補助つえ

●認知症老人排個感知機器

●移動用リフト（つり具を除く）

福祉用具の貸与については使用期間

をあらかじめ限定し、定期的にその必

要性を見直していきます。

内　容 �サービス費用 

福祉用具のレンタル �対象品目によって異なります（費用の1割が利用者負担） 



志 生活に役立つ用具を購入しよう
特定福祉用具販売（福祉用具臥削支給）
購入前にケアマネジャー等を通じて支給の申請が必要です日

希1要介擾1～5の人
十話」特定福祉用具販売
しこ仁へユ

入浴や排せつなどに使用する福祉用具

を販売します。

◆要支援1・2および要介護1の人の対象用具

●要介護2～5の人の対象用具

※利用者の状態に応じて要介護状態を悪化させるおそれがある用品につ
いては対象とならない場合があります。

●◆腰掛け便座
（ポータブルトイレなど）

●◆入浴補助用具
（入浴用いす、入浴台など）

●◆特殊尿器

●◆簡易浴槽

●◆移動用リフトのつり具

三重県の指定を受けた事業所で販売される特定福祉

用具を購入した場合に限り、福祉用具購入費が支給さ

れます。

～サービス費用のめやす～

○特靂諏諾予陽徳迦周黒願売♂特題福祉周黒願売

●自分に合った適切な用具

を使いましょう

利用者にとって適切ではな

い用具を使うと、心身機能の

低下を招くことがあります。

利用する人の状態や生活スタ

イル、介護者の状況をしっか

りと把握し、利用の目的を明

確にしておきましょう。

●利用するときの注意点

利用者の心身機能を把握する

用具を使う目的をはっきり
させる

目的に合った用具を選ぶ

自分の体に合っているか試

してみる※

利用した効果を確認する

※用具の性質上、試用や調整

ができないものもあります。

内　容 �購入費用 

福祉用具の購入 �同一年度（4－翌年3月）で上関10万円（保険給付は9万円まで） 

17



身体の状態にあわせて自宅を改修しよう

画商翌竺二」

18

〕住宅改修費支給
工事前にケアマネジャー等を通じて支給の申請が必要です日

誉撃＼「　要支援1・2の人　　／「二、　芋介擾1～5の人
一介護予防住宅

こし毒壬、＼1住宅改修費支給
騨　改修費支給

手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をする際、20万円を上限に費用を支給

します。

0廊下や階段、浴室やトイレなどへの
手すり設置

⑳段差解消のためのスロープ設置など

◎滑り防止などのための床または通路
面の材料の変更

l 　　′■ヽ ���� 

l l �（一ヽ 〃eご 

欄㍉瑠宗冊 
L � � 

0引き戸などへの扉の取り替えなど

㊤洋式便器などへの便器の取り替え

0上記（0～㊤）の改修にともなって
必要となる工事

※玄関から道路までの通路部分についても住

宅改修費の対象となります。

～サービス費用のめやす一

〇分護予防佳宅改修費藁給／住宅改修費支給

内　容 �購入費用 

住宅改修 �原則として同一住宅で上限20万円（保険給付は18万円まで） 



在等輿二！有料老人ホームなどでの介護も介護保険で
【二二二 二二二二コ

二特定施設入居者生活介護

芋支援1・2の人

品■文芸書聖芸芳霊設
有料老人ホームなどに入居している高

齢者が、介護予防を目的とした日常生活

上の支援や介護を受けられます。

食事、入浴、排せつの介助

日常生活の世話

機能訓練

など

定員30人以上の
特定施設に入居した場合

入居する介護専用型特定施設（有料老人ホー

ム）が定員30人以上の場合、住所地特例が適

用されます。これにより、他市区町村にある施

設を利用しても、住所変更前の市区町村に保険

料を納め、保険給付を受けることになります。

～サービス費用のめやす～

○介護予防特定施設泉居宅生活介護
（）内は利用者負担

要介護度 �サービス費用 

1日につき �要支援1 �2，030円（203円） 

要支援2 �4，690円（469円） 

19

／　　　　　　　＼ 軍介穫1～5の人

川射－／ユニ、、特定施設入居者
‖キ三
＼lこし＼二 生活介護

有料老人ホームなどに入居している高

齢者が、日常生活上の支援や介護を受け

られます。

○特定施設入居者生活介護
（）内は利用者負担

要介護度 �サービス費用 

1日につき �要介護1 �5，710円（571円） 

要介護2 �6，410円（641円） 

要介護3 �7，110円（711円） 

要介護4 �7，800円（780円） 

要介護5 �8，510円（851円） 



⊇少しの間、 家族の介護の事を休めたい

二、－ショートステイ（瓢票志望謂）

芋支援1・2の人

介護予防
短期入所生活介護

介護予防
短期入所療養介護

介護老人福祉施設や医療施設などに短期

間入所して、介護予防を目的とした日常生

活上の支援や機能訓練などを受けられます。

事介擾1～5の人

／／／一‾‾‾＼＼＼

撫佃戸短期入所生活介護＼＝藩討短期入所療養介護

介護老人福祉施設や医療施設などに短

期間入所して、日常生活上の支援や機能

訓練などを受けられます。

～サービス費用のめやす～

○介護予防短期泉所生活介諾（）内は利用者負担　○介護予防短期泉所療養介護（）内は利用者負担
●介護老人福祉施設【併設型・多床室】を利用の場合　　　●介護老人保健施設【多床室】を利用の場合

要介護度 �サービス費用 

1日につき �要支援1 �5，140円（514円） 

要支援2 �6，330円（633円） 

20

要介護度 �サービス費用 

1日につき �要支援1 �6，310円（631円） 

要支援2 �7，850円（785円） 



食事※、入浴、排せつの介助

看護師などによる機能訓練

ショートステイはあ

くまでも在宅生活を継続
していくために利用する
サービスです。

利用する際には、右記
の点に注意しましょう。

理学療法士などによる機能訓練

医師の診療（短期入所療養介護の場合）

■ショートステイを連続して利用できる
日数は30日までとなります。

■連続して30日を超えない日数であっ
ても、ショートステイの利用日数は要

介護認定等の有効期間のおおむね半数
を超えないことをめやすとしています。

～サービス費用のめやす～

○短期入所生活介護　　（）内は利用者負担　○短期入所療養介護　　（）内は利用者負担
●介護老人福祉施設【併設型・多床室】を利用の場合　　　●介護老人保健施設【多床室】を利用の場合

苧介義度 �サービス費用 

1日につき �要介護1 �7，030円（703円） 

要介護2 �7，740円（774円） 

要介護3 �8，440円（844円） 

要介護4 �9．150円（915円） 

要介護5 �9，850円（985円） 

要介離度 �サービス費用 

1日につき �要介護1 �8，450円（845円） 

要介護2 �8．940円（894円） 

要介護3 �9，470円（947円） 

要介護4 �10，010円（1．001円） 

要介護5 �10，540円（1，054円） 

短期入所サービスを利用する場合は、サービス費用の自己負担とは別に料金がかかる場合

があります。

●送迎加算……送迎を行うことが必要と認め
られるサービス利用者に対して、自宅から
入所施設までの送迎を行う場合は、片道に
つき、1，840円（184円）を加算します。

●療養食加算……利用者の状態を考慮して、

療養食の提供が行われた場合は、1田につ
き230円（23円）を加算します。

●緊急短期入所ネットワーク加算……緊急時
の短期入所サービスの提供に対応するため、

複数の短期入所事業者がそれぞれに連携し
て24時間相談可能な体制の確保等を行った

場合は、1日につき500円（50円）を加算

します。
●若年性認知症利用者受入加算……若年性認

知症利用者に対して短期入所生活介護を
行った場合は、1日につき1，200円（120円）

を加算します。

●個別リハビリテーション実施加算……短期

入所療養介護事業所の理学療法士、作業療
法士または言語聴覚士が個別リハビリテー
ションを行った場合は、1日につき2，400

円（240円）を加算します。

21



施設サービス
以下の施設サービスについては、

要介護1～5の人が利用できます。

（要支援1・2の人は利用できません）

介護宅人福祉施設（特別養護老人ホーム）

常時介護が必要で居宅での生〉活が困 

の支援　．J〟　珊 

rJ芯ノ 

7 � �ノ � � � � � � 
■lll璽 

難な人が入所して、日常生活上

や介護が受けられます。

［二介護老人保健施設（老人保健施設）

二＿」介護療衰型医療施設（療養病床等）

急性期の治療を終え、長

期の療養を必要とする人の

ための医療施設です。

22



住み慣れたまちで暮らしつづける

地域密着型サービス
※原則として他の市区町村のサービスは利用できません。

芋支援1・2の人

介護予防認知症
対応型適所介護

要介雄1～5の人

認知症対応型
適所介護

都盛監護
（グループホーム）
※要支援1の人は利用できません。

而・、1斬穫1～5の人し＼』、認知症対応型共同
華ノ生活介護ニ（グループホーム）

要介護1～5の人

地域密着型介護老人福

祉施設入所者生活介護

定員が30人未満の小規模な介護老人福祉

施設に入所する人が、日常生活上の世話や機
能訓練などのサービスを受けられます。

23

認知症の人を対象に専門的なケアを提供す
る適所介護です。

□愕コロ匡ア工瀾¢蘭智守（）内は利用者負担

内　容 �要介護度 �サービス費用 

6時間以上 8時間未満 の場合 �要支援1 �8，350円（835円） 

要支援2 �9，340円（934円） 

要介護1 �9，670円（967円） 

要介護2 �10710円（1．071円） 

要介護3 �11，750円（1，175円） 

要介護4 �12，800円（1■．280円） 

要介護5 �13，840円（1．384円） 

認知症の人が共同生活をする住宅で、介護
スタッフによる食事、入浴などのサービスを

受けられます。
●ショートステイで利用ができる場合もあります

（費用は異なります）。

□守口監巽H周（動かや宇（）内は利用者負担

要介護度 �サービス費用 

1日に つき �要支援2 �8．310円（831円） 

要介護1 �8．310円（831円） 

要介護2 �8，480円（848円） 

要介護3 �8，650円（865円） 

要介護4 �8，820円（882円） 

要介護5 �9，000円（900円） 

口琴⊃コピア．器用のめやす
●ユニット型個室を利用する場合（）内は利用者負担

要介護度 �サービス費用 

1日に つき �要介護1 �6，690円（669円） 
要介護2 �7，400円（740円） 

要介護3 �8，100円（810円） 

要介護4 �8．810円（881円） 

要介護5 �9，410円（941円） 



介護サービス・介護予防サービスを
利用するまでの流れ

≪申　請≫
手続きは市役所介護・高齢福

祉課、楠総合支所、中部地区市

民センターを除く各地区市民セ

ンターで「要介護認定」の申請

ができます。申請できるのは本

人または家族ですが、居宅介護

支援事業所や介護保険施設、地

域包括支援センターや在宅介護

支援センターなどが代行するこ

ともできます。

（必要なもの：介護保険被保険
者証、本人と申請者の認印）
※40歳から64歳までの方は、

医療保険被保険者証

認定の更新・変更

認定の有効期間は原則6か月（更
新認定の場合は12か月）です。引

き続きサービスを利用したい場合は、

有効期間満了前に更新または変更の

申請をしてください。

24

≪要介護認定≫
●認定調査

心身の状態などについ

て本人と家族などへの聞

き取り調査を行います。

●主治医意見書

心身の状態に関する意

見書の作成を、かかりつ

けの医療機関に市から依

頼します。

コンピュータ

判定
（一次判定）

≪サービスの利用≫
ケアプランや介護予防ケア

プランに基づいてサービスを

利用します。原則として、費

用の1割は利用者の負担と

なります。

、、、〆ノ

′

／

′



介護サービスを利用するためには、「介護や支援が必要である」と認定されること

が必要です。サービスを利用するまでの手続きの流れは以下のようになっています。

●介護認定審査会
（二次判定）

認定調査の結果と

主治医意見書をもと

に、保健・医療・福

祉の専門家が審査し

ます。

●認定

介護を必要とする度

合い（要介護状態区分）

が認定されます。

日常生活が自立して

いると認められた場合

は「非該当」となります。

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

（非該当）

ヽ｛◆1，′’t′■ヽ一▼←｝ヽ‾サー▼■、チ■、’1ヽ▼■，■′▲■

≪介護サービス計画依頼≫
要支援1・2の方は地域包括支援セ
ンターへ、要介護1～5の方は居宅

介護支援事業所へ介護保険被保険者証
を添えて申し込み、ケアプランの作成

更新の場合は、現在利用中のサービスの継続

を居宅介護支擾事業所または地域包括支援セン

ターに相談します。

利用できるサービス

要支援1・2の人

介護予防サービス

介護保険の介護予防サービス
が利用できます。

要介護1～5の人

介護サービス

介護保険の介護サービスが利
用できます。

非該当の人

介護予防（二次予防）事業
本市が行なう介護予防（二次
予防）事業が利用できます。

J

≪認定結果の通知≫
原則として申請から30日
以内に、認定結果が通知され
ます。

E【
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＿、介護サービス・介護予防サービスの
ケアプラン作成の流れ

介護サービスの
利用対象者
（要介護1～5）

介護予防サービスの

利用対象者
（要支穫1・2）

介護予防（二次予防）
事業の
利用対象者※

ノー匪ノ
／　　　　ノ

※基本チェックリストによ
る調査等により二次予防
事業の対象者とされた人
26

ケアマネジメント

ケアマネジャーによる
アセスメント
利用者の心身の状態や環

境、生活歴などを把握し、

課題を分析します。

サービス担当者との

話し合い
本人の力を引き出せる

ようなサービスを、利用

者・家族とサービス担当

者を含めて検討します。

介護予防ケアマネジメント

保健師等による
アセスメント
アセスメント表や本人・

家族との話し合いにより、

利用者の心身の状態や環

境、生活歴などを把握し、

課題を分析します。

保健師等による
アセスメント
チェックリストなどを

用いて利用者の心身の状

態を把握し、課題を分析

します。

サービス担当者との
話し合い
目標を設定して、それ

を達成するための支援メ

ニューを、利用者・家族

とサービス担当者を含め

て検討します。

サービス担当者との
話し合い
複数のサービスを利用

するなど必要な場合にの

み実施します。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー



介護サービス・介護予防サービスともに、個人に合わせたケアプラン・介護予防ケ

アプランを作り、それに基づいてサービスを利用します。ケアプランは居宅介護支援

事業所で、介護予防ケアプランは地域包括支援センターでそれぞれ作成します。

ケアプランの作成

利用するサービスの

種類や回数を決定しま

す。

介護予防ケアプラン
の作成
目標を達成するため

のサービスの種類や回

数を決定します。

ニー莞芸ノ‾

必要時に簡易な介
護予防ケアの内幸
の検討

27

介護保険の
介護サービスを利用

介護保険の
介護予防サービスを利用

介護予防（二次予防）
事業を利用



納得いくサービスを受けるために

奉りよい事業者を選びましょう

事業者を選択する際に最も大切なのは、サービ

スの内容について十分に把握しておくことです。

よりよい事業者を選ぶためには、地域の評判を聞

く、実際に施設を見学する、事業者の評価が公開

されているときにはそれを参考にするなど、積極

的に情報収集を行うことも大切です。

自分に合った適切なサービスを受けるために、

事前にしっかりと確認しておきましょう。

彗■tlサービスの具体的な内容が書かれ　ぜ≡介護保険が使えるサービスと使
た書頬（重要事項説明書）を渡し、
わかりやすく説明してくれる

転‾．利用したいときに

事業所が開いてい
る（日曜日や連休、

謂＿＿　年末年始など）

あなたが受けたいサービスを利用

できる（重要事項説明書にも、で
きることが書かれている）

紅巨事業所の職員の人

数や資格が重要事

項説明書に書かれ
・■ ている

28

サービスの利用日や曜日を変えた

いとき、希望に沿って対応してく

れる

えないサービスが、重要事項説

明書にはっきりとわかるように

書かれている

㌢利用料と支払い方法またキヤン
…セルしたときの料金などが、重
≡要事項説明書にわかりやすく書

丁∴かれている

憲苦情や相談、意
瀞兄を受け付ける
㌢・担当者がいる

体の調子が急に悪くなったとき
などに、どうすればよいか、重

要事項説明書にわかりやすく書
かれている

拍　事故が起こったときにどうする

のか、お金がかかったときにど

う補償されるのかなど、重要事

項説明書に書かれている



仰木∴十　十小言十十亘症トェ危∵　■1m

▲　　‾．L

満足度チェック

現在、あなたが利用している　、
サービスは適切なものですか？

よりよいサービスを利用するため

に、サービス内容を細かくチェッ

クしてみましょう。

●職員の対応について
・担当のケアマネジャーはわかりやすく説明してくれますか？＝一一一一一一一日－ト隠齢・蜘闘え

・あなたが希望することに素早く対応してくれますか？　また、そう

でない場合、その理由を説明してくれましたか？…一一一…一一日一一日一一一一一一一一階机・弛規

●介助方法について
・あなたが希望している順番とやり方を確認したうえで、介助をして

くれますか？
・希望しているやり方でできない場合は、その理由を説明してくれま

したか？

●苦情・疑問について
・あなたの苦情や疑問を聞いてくれますか？

ト陪齢・いいえ

－臆池亀・いいえ

ト隠齢・いいえ

・あなたの苦情や疑問に、素早く適切な対応をしてくれましたか？…－…－怯机・いいえ

●調理・食事サービスについて
・食事の温かさや冷たさは、満足のいくものですか？一一一一一……………‥一億齢・いいえ

・食事は、あなたの健康や体の状態を考えたものですか？……………一一一臆醜態・いいえ

●入浴介助について
・湯上がりには丁寧に体をふいてくれますか？　また、着衣は暑くな

らないように、または湯冷めしないうちに対応してくれますか？日日…一階机・いいえ
・入浴時のプライバシーに配慮してくれますか？

●排せつ介助について

ー曜齢・いいえ

・あなたの排せつの希望を確認して介助してくれますか？一一一一一一り一一一一一一…←臆湖・いいえ

●看護・リハビリサービスについて
・看護師、作業療法士、理学療法士などは適切な処置をしてくれます

●送迎サービスについて
・送迎時間はちょうどいい時間帯ですか？

●自宅の整備について

ー隠机・いいえ

ト怯闘・いいえ

利用している福祉用具は不具合な点もなく安全で、清潔ですか？…一一…－隠齢・いいえ

改修後の自宅は不具合な点もなく住みやすくなりましたか？一一一…－……－隠齢・いいえ

「いいえ」と答えた項目の改善や不満、疑問については、サービス事業者やケアマネ

ジャー、地域包括支援センター等に相談しましょう。
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介護予防（二次予防）
事業

生活機能が低下し、介護や支援が必要となる

おそれがある高齢者を把握し、介護予防（二次

予防）事業の対象者を選びます。

65歳以上の高齢者※を対象に、
市が基本チェックリストによる調査を実施

※要支援・要介護の認定を受けている人は対象となりません。

rF　　　生活機能の向上が必要な高齢者を決定

市が行う
介護予防（二次予防）事業を利用
地域包括支援センターで、介護予防ケアの内容を検

討し、介護予防（二次予防）事業を利用します。

●運動器噺畿能陶』≡　　⑳閉じ這≡塾堕予防・支援

●栄養改善　　　　　　⇔認知症予防・支援

●口腔機能の向上　　　●うつ予防・支援

基本チェックリストとはき
生活機能（人が生きてい

くための機能全体のことで、

体や精神の働きのほか、日

常生活動作や家事、家庭や

社会での役割など）が低下

していないかをチェックす

るのが「基本チェックリス

ト」です。できるだけ生活

機能を低下させないことが、

介護予防につながります。

高齢期をいつまでも健やか

に過ごすために、基本チェツ‡

クリストによる調査を積極≧

的に受けましょう。　　　　F
W．．．－．■．M．、′′

●介護予防の拠点となる「地域包括支援センター」

地域包括支援センターと

は、高齢者の生活を総合的

に支えていくための拠点と

して、市区町村が主体とな

り設置された機関です。こ

こでは、保健師、社会福祉

士、主任ケアマネジャーな

どが中心となって、介護予

防に関するマネジメントを
はじめとする高齢者への総

合的な支援が行われます。

30

軸地域包括蓋攫包ンクーが行うおもな事業～

地域の高齢者への総合的な支援（包括的支援事業）を行います。

介護予防ケアマネジメント

介護予防の相談や介護予防ケ

アプランの策定などを行います。

権利擁護、虐待早期発見・防止

高齢者の人権や財産を守る権

利擁護事業の拠点として、成年

後見制度の活用や虐待の早期発

見・防止を進めていきます。

総合相談・支援

介護保険だけではなく、さま

ざまな制度や地域資源を利用し

た総合的な支援を行います。

地域のケアマネジャーなどの支援

ケアマネジャーのネットワー

クの構築や、困難事例に対する

助言などを行います。



在宅介護支援センターと
地域包括支援センター

介護や福祉のサービスを
使いたい

家族に介護が必要な人が
いるけど、どうしたらい
いのか分からない…

まずは、お近くの

『在宅介護支援センター』まで、

お電話ください

在宅介護支援センターとは、介護に関する相談や、福祉サービスを利用するための連緒や調整な

ど、在宅介護に関するあらゆる相談にのってくれる最も身近な相談窓口です。

また、在宅介護支援センターで対応が困難な場合などには、地域包括支援センターが、その支援

にあたります。

どちらも市役所に代わって相談業務を行う公的な相談窓口ですので、安心してご相談ください。

㌧；きた

℡059－354・8346
地域包括支援センターブランチ／在宅介護支援センター

【中　部】ユートピア　　℡059－355－2573

【中　部】みなと

【楕　北】四日市市中央

【川　島】川島

【神　前】かんざき

【三　重】陽光苑

【県】くぬぎの木

【桜】英水死

℡059－357－2110

℡059・354－8324

℡059－322－3613

℡059－327－2223

℡059－333・4622

台059－327－2267

℡059－326－6618
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℡059－365・6215
地域包括支援センターブランチ／在宅介護支援センター

【塞洲原】天力須賀

【富洲原】冨洲原

【富　田】富田

【大矢期】ヴィラ四日市

【羽　津】羽津

【海　載】YMCA

℡059・361－5361

℡059－366－2600

℡059・365－5200

℡059－363－2882

℡059－334・3387

℡059－333－9831

【八　郷】ハピネスやさと　℡059・366・3301

【下　野】詣朋苑下野　　℡059－338－3005

々】聖十字保々 ℡059－339t7788

℡059－328－2618
地域包括支援センターブランチ／在宅介護支援センター

【常　磐】　常磐　　　℡059・355－7522

【四　郷】　　四郷　　　℡059－322－1761

【日　永】　　日永真水宛℡059－347・9977

【塩　浜】　　しおはま　℡059－349－6381

【小山田・水沢】小山田　　℡059－328・1814

【内　部】　　うねめの里℡059・348－3988

【河原田】　南部陽光苑℡059－347・7336

【楠】　　くす　　　℡059－398－2001
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介護保険は平成21年4月から新たに第4期が

スタートし、それにともない介護保険料も見直

されました。みなさんへの介護保険サービスの

供給量の変化と介護報酬の改定により介護保険

料が変更されています。ただし、介護報酬改定

にともなう保険料の上昇分は国の特別対策によ

り軽減されています。
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354－8427（認定審査係）

354－8170（高齢福祉係）

354－8190（保険料係）

354－8425（管　理　係）

この冊子は環境に配座し、古紙配合率100％の再生紙

㍊芦　及び朋油インキを使用しています
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